
都が主導する文化プログラムの基本方針について 

（１）都が主導する文化プログラムの考え方（案） 

 
 
 
 

○伝統と現代の共存をはじめとした独自性・多様性を持つ東京の文化を世界に発信する  
 とともに、国際的な芸術文化交流を積極的に展開 
 

○障害者、高齢者、子供、外国人等、国内外のあらゆる人々が参加・交流できる 
 機会の創出 
 

○新たな発想を取り入れた芸術文化活動の推進や次世代を担う人材の育成 
 

○都市全体で文化的な祝祭感を創出 
 

○国、他の自治体、芸術文化団体等との連携・協力によるオールジャパンでの気運醸成 
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  オリンピックの精神に基づき、史上最高の文化プログラムを展開するとともに、 
文化の面でのレガシーを2020年以降に継承し、世界一の文化都市東京の実現につなげていく 

 

○独自性、多様性を持つ東京の芸術文化の魅力が世界中の人々に理解されている 
 

○芸術文化がより身近になり、より多くの人々が芸術文化を日常的に触れ楽しんでいる 
 

○芸術文化活動が民間企業や人々からサポートされ、芸術文化団体等の事業推進力が 
 強化されている 
 

○芸術家や芸術文化事業に携わる人材が育ち、国内外で活躍できる場が整えられている 
 
 

２０２０年大会後のレガシー（案） 



都が主導する文化プログラムの基本方針について 

（２）文化プログラムの戦略的展開に向けた方針（案） 

 

1 文化プログラムを牽引するシンボリックな事業を展開   
  ⇒様々な文化プログラム推進の起爆剤となるリーディングプロジェクトでの取組を充実 
  ⇒2020年以降の発展を視野に入れた都立文化施設における事業展開     
  ⇒都と区市町村や民間等との共催事業の展開 
  ⇒都市型総合芸術祭の開催、障害者アートの普及啓発 など 
 

2 公募等に基づき様々な主体の新たな発想を取り入れた事業展開を促進 
  ⇒学生、若手クリエーターをはじめとする様々な人を文化プログラムの担い手に活用 
  ⇒最先端技術等の活用や異分野間での連携 
  ⇒従来の枠組みや場所等にとらわれないプログラムの展開 
  ⇒アーツカウンシル東京による助成事業等、基盤強化事業の充実 
  ⇒多くの人々が主体的に参加できる場や機会の創出 など 
 
 

3 海外との交流を推進し、国際的な発信力の強化 
  ⇒都内と海外の文化施設とが連携したプログラムの展開 
  ⇒新進若手芸術家が世界的に活躍するための海外交流支援 など 
 

4 東京と全国各地が連携し、オールジャパンとしての魅力を向上 
  ⇒東京を舞台に、全国各地の文化を体験、鑑賞 
  ⇒全国各地の劇場との共同制作公演や、展覧会の持ち回り開催 など 
 

5 国や大会組織委員会との連携により芸術団体等の活躍を支援し、 
   文化の祭典としての気運を醸成 
  ⇒シンボルマーク等の活用やＰＲ等を国や組織委員会と連携して実施 など  
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①文化プログラムを牽引するシンボリックな事業を展開  

 

②公募等に基づき様々な主体の新たな発想を取り入れた事業展開を促進  

③海外との交流を推進し、国際的な発信力の強化 
  

④東京と全国各地が連携し、オールジャパンとしての魅力を向上 
 

⑤国や大会組織委員会との連携により芸術団体等の活躍を支援し、文化の祭典としての気運を醸成 

 
  

都が主導する文化プログラムの基本方針について 

（３）文化プログラムの実施期間と事業展開例 

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 

★五輪リオ大会 
★五輪平昌大会 

期
間 

事
業
展
開 
例 

 
 
 
▸有形・無形  
 のレガシー 
 として継承 
 
 
▸東京文化 
 ビジョンの 
 実現に向け 
 取組を継続 
 
 
 
 

▲五輪東京大会 

Ⅲ  
フェス   
 ティバ
ル期間 

Ⅱ オリンピック・パラリンピックムーブメント浸透期間 Ⅰ 準備期間 

世界各国のアーティスト等 
との共同制作を全国で公演 

海外との交流展や共同制作、海外の障害者アートプログラムとの連携 

リーディングプロジェクトでの取組や障害者アートなど、様々な事業で都と全国の自治体等との相互連携推進 

学生、若手クリエーターや最先端技術等の活用による 
従来の枠組み等にとらわれないプログラムの展開 

  
  
 
 
 
 
 
 
  

  
  
 
 
 
 
 
 
  

リーディングプロ
ジェクトの推進 

★大会100日前 ★大会1年前 ★大会1000日前 

２０２０年大会に向けた節目となる機会 （★印）を捉え、盛り上げを創出する事業を展開 

海外との交流に基づく人材育成事業 

★ラグビーWC日本大会 

助成事業等、基盤強化事業の充実 

 
都市型総合芸術祭 

 

リーディングプロジェクト 
での取組を充実 

他のプログラムに効果波及 
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               都、区市町村、民間等との共催事業展開 

シンボルマーク等の活用やＰＲ等を国や組織委員会と連携して実施 

事業展開に 
向けた準備 

★IWA世界会議 



都が主導する文化プログラムの基本方針について 

（参考）都が主導する文化プログラムの考え方の背景 

 

全員が自己ベスト、多様性と調和、未来への継承 

2020年オリンピック・パラリンピック 競技大会ビジョン 

 

<8つの文化戦略> 
 

１．伝統と現代が共存・融合する東京の独自性と多様性を追求し、世界発信 
２．多彩な文化拠点の魅力向上により、芸術文化都市東京の発信力を強化 
３．あらゆる人が芸術文化を享受できる社会基盤を構築 
４．新進若手を中心に多様な人材を国内外から発掘・育成、新たな創造とビジネスのチャンスを提供 
５．都市外交を基軸に芸術文化交流を促進し、国際的な競争力を高める 
６．教育、福祉、地域振興等、社会や都市の課題に、芸術文化の力を活用 
７．先端技術と芸術文化との融合により創造産業を発展させ、変革を創出 
８．東京が持つ芸術文化の力で、都市力を引き出し史上最高の文化プログラムを実現 

東京文化ビジョン 

 
 

多様な価値観の共存、東京と全国がつながる展開、海外や全国各地との共同制作、次世代を担う国際的な人材育成、 
オープンコール（公募）の活用、海外交流の推進、オリンピズムに則った展開、等 

文化プログラム部会における検討 

 
 

日本の文化の多様性やポテンシャルを世界にアピール、伝統と現代をアートでつなぐ、市民（住民）の参加意識の向上、 
各地が持つ資源をアレンジして新しい価値観を創出、国際的な人材育成のシステム構築、等 

第19回 東京芸術文化評議会  

 
 

国際的なコラボレーション、伝統文化から革新的な技術にいたるまでの挑戦的なプロジェクト、都市自体が大きな劇場、等 

2020年オリンピック・パラリンピック競技大会 立候補ファイル 
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過去の検討や関連するビジョンにおけるキーワード等 


